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第１９０回 長崎大学ＦＤ実施報告書（平成３１年４月１８日提出） 

 

１．題 目： 長崎大学新任教職員ガイダンス 
 

２．日 時：平成 31 年 4 月 2 日（火）13:00～15:20 
 

３．場 所： 事務局 3階 第 2会議室 

 

４．主 催： 教務委員会  企画・実施： 評価・FD 教育改善専門部会 
 

５．対 象： 平成 30 年 5 月以降に長崎大学に新たに赴任した教職員 

 

６．長崎大学ＦＤに関する申合せ第２第１項への該当について【複数選択可】 

（該当するものに○を記入すること） 

[  ○  ] (1) 教員の教育活動に関するもの 

[      ] (2) カリキュラムの改善に関するもの 

[  ○  ] (3) 教育の組織的改善に関するもの 

[      ] (4) 入学者選抜方法の改善に関するもの 

[    ] (5) その他教育改善及び入学者選抜の改善に関するもの 

 

７．今回のＦＤの趣旨・意義（６．に関連した形で記述すること） 

平成 30 年 5 月以降に長崎大学に新たに赴任した教職員に対し，長崎大学が目 

指す教育，研究等に関する事項について説明し，今後の教育・業務に役立てる。 

 

８．プログラム構成 [題目・担当講師]（当日使用した資料等を添付すること） 

  12:45～13:00 受 付（第 2 会議室）  

13:00～13:05 開会の挨拶 （大学教育イノベーションセンター）  

13:05～13:35 「今日とは違う明日の長崎大学を創る」河野 茂 学長  

13:35～13:45 質疑応答  

13:45～14:05「長崎大学の危機管理―個人情報保護と情報セキュリティ―」 

福永 博俊 理事（総務担当） 

14:05～14:20 集合写真撮影 

14:20～14:30 休憩 

14:30～14:50 「研究活動に係るコンプライアンスなど」 

河合 孝尚准教授（リスクマネジメント部門長） 

14:50～15:15 「長崎大学における教学マネジメント」 
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塚元 和弘 理事（教学担当） 

15:15～15:20  閉会の挨拶 （大学教育イノベーションセンター） 
 
 
９．参加者：49 名 

 （内訳） 

所 属 
人 

数 

教育学部・教育学研究科 6 
多文化社会学部 3 
工学研究科 1 
経済学部 3 
水産・環境科学総合研究科(環境

科学領域) 
1 

医歯薬学総合研究科(歯学系) 3 
医歯薬学総合研究科(保健学系) 1 
熱帯医学研究所 1 
感染症共同研究拠点 1 
情報系新学部創設準備室 2 
技術職員 4 
戦略職員 1 
事務職員 22 

計 49 
 

１０．実施したＦＤの成果等 

（１） 参加者からの評価（アンケートの集計結果を記述する） 
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（２） 総 括 

長崎大学新任教職員ガイダンスが,第 190 回長崎大学 FD として 4 月 2日に実施

された。新任の教職員合計 49 名の参加があり,全体的に有意義な研修だったといえ

る。  

河野学長は「今日とは違う明日の長崎大学を創る」という題目で,教育面では「社

会に貢献する志の高い学生を育む教育」として,学生の質と多様性の向上に本学がど

のように取り組んでいるのか,研究面では,「ヒトの幸福と平和を希求し,科学を用い

て世界に資する研究」として「長崎らしい研究を促進する」取り組み事例などの説

明があり,長崎の未来を創る大学としての施設整備の観点およびその基盤作りのため

の教職員のあり方や「教員の機能分担の実質化」,「ダイバーシティ・マネジメント

の推進」,「強固な財政基盤の確立」を図るなかで,本学の発展のために,教職員のそ

れぞれが自分の能力を存分に発揮するよう力説された。  

福永理事（総務担当）は,長崎大学の危機管理について説明された。まず,個人情

報保護制度について,個人情報の定義を示した上で,個人情報の取得・保有や利用・

提供のあり方,本学の管理体制や守秘義務のことなど,本学の業務を行う上で必ず知

っておかなければならない基本的知識および情報セキュリティについて,研修や点検

の要請などがなされた。  
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上記の事柄は,教職員共通した認識等が必要であるため,教職員合同で研修がなさ

れたが,新任教職員の教育・研究・業務の今後の取り組み方について,大いに参考に

なったと思う。 

引き続き,新任教員に対し,「研究」「教育」の側面での研修が行われた。 

河合孝尚准教授（リスクマネジメント部門長）は,「研究活動に係るコンプライアン

スなど」のテーマで,本学における「安全保障輸出管理」「ABS」「研究倫理教育」「利

益相反」の取り組み事例について説明があり,今後の研究活動の参考になるものとな

った。 

塚元理事（教学担当）は,本学の「教学マネジメント」に関し,現在の本学の「教

育の質保証」に対する取り組みや今後の教育改革のあり方などについて説明され

た。  

限られた時間のなかでの説明のため俯瞰するのみとなってしまったが,今後の教

育・研究の面で重要な事柄であり,新任教員に対する良い動機付けになったことは,

フィードバックからも伺える。 

長崎大学新任教職員ガイダンスの内容は,全教職員も共有すべきものであり,精選

した上での研修機会を計画したいと考える。 

 

（文責：大学教育イノベーションセンター 若菜啓孝） 

 

１１．実施代表者の連絡先 

教務委員会委員長 塚元 和弘 

e-mail：ktsuka@nagasaki-u.ac.jp 電 話：内線 2003 

 

１２．申請者の連絡先 

学生支援部教育支援課教養教育班 

主査 寺川 美穂 

e-mail：fd@ml.nagasaki-u.ac.jp 

電 話：内線 2077 
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